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笑顔で繋がるネットワークづくりを目指して！笑顔で繋がるネットワークづくりを目指して！

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
市

内
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ

ル
ー
プ
等
が
横
の
繋
が
り
を
つ

く
り
、
身
近
な
福
祉
課
題
を

「
自
分
事
」
と
捉
え
、
自
発
的

に
協
働
し
課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。 

　

当
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
明あ

日す

育い
く

（
富
山
県
黒
部
市
）
の
長
井

一
浩
さ
ん
を
迎
え
「
市
民
主
体

の
福
祉
的
ま
ち
づ
く
り
の
在
り

方
と
こ
れ
か
ら
」
の
講
演
と
参

加
者
か
ら
の
質
問
を
交
え
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

長
井
さ
ん
の
講
演
で
は
、
協

働
連
携
を
行
う
際
、
ま
ず
は
自

分
の
団
体
の
現
状
を
知
る
事
と
、

相
手
の
団
体
を
知
る
こ
と
が
必

要
。
既
存
の
仕
組
み
に
捉
わ
れ

ず
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
他

地
域
の
先
進
事
例
を
交
え
て
の

話
が
あ
っ
た
。

　

後
半
で
は
、
長
井
さ
ん
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
交
え
な
が
ら
、

普
段
の
活
動
で
の
悩
み
等
に

つ
い
て
の
質
疑
応
答
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
里
山
大
木
須
を
愛

す
る
会
の
小
室
悟
さ
ん
か
ら
は
、

「
自
分
の
団
体
の
現
状
を
把
握

し
、
活
動
の
目
的
や
対
象
を
明

確
に
す
る
こ
と
や
、
活
動
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
の
必
要
性
等
、
地

域
活
動
や
仕
事
に
も
活
き
る
内

容
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
等

の
意
見
も
あ
り
、
連
携
協
働
の

ポ
イ
ン
ト
や
展
開
方
法
に
つ
い

て
学
ぶ
場
と
な
っ
た
。

　

社
協
と
し
て
は
、
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
効
果
的
な
協
働
実

践
を
行
え
る
よ
う
、
横
の
つ
な

が
り
を
作
る
情
報
交
換
の
場
と

協
同
実
践
の
チ
ー
ム
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
。

　

10
月
21
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
29
年
度
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
研
修
会
が
行
わ
れ
、市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

市
、
本
会
職
員
な
ど
21
人
が
参
加
し
た
。

輪ゴムを使い福祉を知るワーク

長井さんの軽快なトークでの
アイスブレイク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ
ル
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会



なすからすやま社協だより　２

　

９
月
24
日
、矢
板
東
高
等
学
校

で
栃
木
県
・
県
北
地
区
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
対
応
力
向
上
訓
練
が
開

催
さ
れ
、那
須
烏
山
市
か
ら
は
、烏

山
高
の
生
徒
を
含
め
23
人
が
参
加

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、栃
木
県
と
栃
木

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
共
催
で
実

施
し
て
今
回
で
3
回
目
。県
北
地

区
で
は
、初
め
て
の
開
催
と
な
る
。

広
域
市
町
村
圏
ご
と
に
訓
練
を
行

い
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
運
営
や
土
嚢
積
み
等
の

応
急
対
策
、避
難
所
等
の
支
援
な

市
民
や
高
校
生
が
実
践
的
な
防
災
対
応
を
学
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

栃
木
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

栃
木
県

老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ど
体
験
す
る
こ
と

で
、実
践
的
な
防

災
対
応
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

本
市
か
ら
の
参

加
者
は
、大
田
原

市
、那
珂
川
町
の

参
加
者
と
グ
ル
ー

プ
に
な
り
、土
嚢

作
り
及
び
ボ
ラ
セ

ン
設
置
に
よ
る
応

急
対
策
訓
練
と

避
難
所
支
援
訓
練

（
支
援
物
資
仕
分

け
、避
難
所
設
置

等
）の
2
種
類
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
土
嚢
作
り

や
避
難
所
支
援
に
つ
い
て
実
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
学
ん
だ
こ
と
を
周
り
の
人
に
伝

え
た
い
」「
防
災
減
災
を
意
識
す

る
こ
と
で
い
ざ
と
い
う
時
に
被
害

を
減
ら
せ
る
と
感
じ
た
」
な
ど
実

体
験
し
た
こ
と
で
学
び
を
得
る
機

会
と
な
っ
た
。

　

今
後
、那
須
烏
山
市
内
に
お
い

て
も
、防
災
減
災
に
関
す
る
意
識

啓
発
を
関
係
者
と
協
力
し
合
い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

9
月
19
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

実
践
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
団
体
、

民
間
企
業
、
行
政
関
係
者
の
代
表

者
な
ど
15
人
で
組
織
さ
れ
、
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を

目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
行
う
生
活
支
援

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
推
進
す
る
方
法

と
し
て
自
治
会
と
の
連
携
が
重
要
、

団
塊
の
世
代
の
活
動
者
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
、
有
償
・
無
償
で
の
活
動

な
ど
今
後
の
必
要
性
を
感
じ
る
も

実
施
す
る
ま
で
の
課
題
が
多
く
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

本
会
と
し
て
は
、
地
域
住
民
同

士
の
助
け
合
い
活
動
を
理
解
を
得

て
協
力
を
も
ら
え
る
よ
う
に
関
係

者
と
調
整
し
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
。

　

10
月
11
日
、
真
岡
市
井
頭
公
園

で
、
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
25
チ
ー
ム
、

輪
投
げ
58
チ
ー
ム
、
ペ
タ
ン
ク
24

チ
ー
ム
、
総
勢
８
０
０
人
が
参
加

し
、
快
晴
の
天
気
の
も
と
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
９
月
の
市
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
予
選
会

を
勝
ち
抜
い
た
４
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部

に
滝
田
本
郷
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、

ペ
タ
ン
ク
の
部
に
興
野
下
二
長
寿

会
、
輪
投
げ
の
部
に
南
大
和
久
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
、
宮
原
長
寿
会
が

出
場
。

　

入
賞
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
当

日
は
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ス

ポ
ー
ツ
日
和
と
な
り
、
楽
し
い
交

流
の
場
と
な
っ
た
。

　

９
月
24
日
、
第
13
回
栃
木
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
栃
木

県
総
合
運
動
公
園
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
も
と
約

２
０
０
０
人
の
選
手
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

　

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
で
は
、

陸
上
競
技
、
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
に
3
人
が
参
加
し
、
全

員
が
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

ま
た
市
内
か
ら
は
、
大
和
久
学

園
、
南
那
須
特
別
支
援
学
校
、
み

つ
わ
工
房
か
ら
も
沢
山
の
選
手
、

応
援
者
、
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
た
。



３　なすからすやま社協だより　

施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
報
告

小
江
戸
川
越
へ

　
　
　
　
日
帰
り
研
修

　

社
協
に
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
４
月
〜
９
月
の
活
動
状

況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

施
設
か
ら
は
、「
利
用
者
さ

ん
も
一
緒
に
な
っ
て
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
で
き
て
と
て
も
喜
ん
で

い
た
」
「
い
つ
も
皆
さ
ん
が
来
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な

ど
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
施
設
の
皆

さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

9
月
29
日
、
あ
す
な
ろ
・
す
ず

ら
ん
で
は
、
埼
玉
県
川
越
方
面
へ

の
日
帰
り
研
修
を
行
い
、
利
用

者
・
保
護
者
・
職
員
な
ど
44
人
が

参
加
し
た
。

　

現
地
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
喜
多
院
見
学
や
小
江
戸
川
越

散
策
、
昼
食
、
買
い
物
を
楽
し
ん

だ
。

　

利
用
者
か
ら
は
、
「
初
め
て

行
っ
て
、
時
の
鐘
等
見
ら
れ
て
良

か
っ
た
」
「
川
越
で
、
芋
ソ
フ
ト

等
を
食
べ
歩
き
美
味
し
か
っ
た
」

「
た
く
さ
ん
歩
い
て
食
べ
て
楽
し

か
っ
た
」
「
バ
ス
の
中
で
は
、
ガ

イ
ド
さ
ん
の
ク
イ
ズ
や
ビ
デ
オ
楽

し
か
っ
た
」
等
と
話
し
、
仲
間
と

の
交
流
も
図
れ
、
充
実
し
た
１
日

を
過
ご
し
た
。

ヘルパー不足で介護が受けられない
　那須烏山市で働くホームヘルパーが足りないために、「利
用を断られた」「利用回数を制限された」といった問題が起
きています。ヘルパー不足は、全国的な傾向で、主な原因は、
給料が安い、仕事がきついなど。
　社協では、賃金アップ、働きやすい職場環境づくりに努め
ています。現在、26人のヘルパーが働いています。皆、高齢
者の介護に、やりがいを感じ、いきいき活動しています。
　高齢者の介護を手伝っていただける方、連絡をお待ちして
います。

臨時職員の募集　あなたも社協で働いてみませんか
職　種 人数 業務内容 資　格 就労時間 賃金（時給）

登録ヘルパー
（資格あり）

4 名

訪問介護業務（介護
を要する高齢者宅に
自家用車で出向き介
護を行う）

介護福祉士、
准看護師、
初任者研修など
普通車免許

月～金曜日の
8:00 ～ 18:00

（うち就労可能な時間）

1,300 円～
1,600 円

（移動手当あり：
1 回当 150 円）

登録ヘルパー
（資格なし）

5 名
同上（但し、介護内
容はそうじ、調理等
の家事援助のみ）

普通車免許
月～金曜日の
8:00 ～ 18:00

（うち就労可能な時間）

800 円
（移動手当あり：
1 回当 150 円）

・雇用期間　採用の日～平成30年3月31日（再雇用あり）
・応募方法　履歴書（写真貼付）を下記問合先に提出する。
・問合先　　☎84-1294（烏山支所：初音9-7）

聖園ヨゼフ
老人ホーム あすなろ 敬愛荘 明和ふれあい

ガーデン 愛和苑

団体1回 団体0回 団体1回 団体2回 団体19回
個人０回 個人20回 個人0回 個人0回 個人0回
計1回 計20回 計1回 計2回 計19回

こぶしの丘 くまだデ
イホーム さらい 富士山苑 大金の里

団体2回 団体7回 団体2回 団体7回 団体10回
個人０回 個人6回 個人2回 個人32回 個人13回
計2回 計13回 計4回 計39回 計23回

※各施設からのボランティア活動報告書をもとにしています。



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

シリーズ　ボランティアの達人　「那須烏山そば組合」 今月のごちそう
さまでした！

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：石井・大森・笠井）☎８８－７８８１

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

生活上の心配ごと相談  （時間9:00～12:00）
場　　　　所 期　　　　日

本　　所（田野倉）
保健福祉センター☎88－7881

11月22日（水）　（行政相談併催）

　12月13日（水）　（人権相談併催）

社協烏山支所（初音）
☎84－1294

11月15日（水）　（行政・人権相談併催）

12月６日（水）　　（行政相談併催）

協力事業所と受注作業  （10月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱
㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め
ピン取り出し
・袋詰め他
スペア組み他

㈲大森紙器
㈱ムロコーポレーション
㈲坂本製作所
㈱那須ニコン　　
㈲菊地製作所　
㈲宝積寺タクシー
八溝興業㈱

箱折り
自動車部品選別等
自動車部品選別等
カップ切り
ゴーグルケース等
箱折り等
箱折り等

寄　付（敬称略）

９月15日～10月14日
社 会 福 祉 振 興 基 金

凮月カントリー倶楽部
烏山燦陶会・那須烏山商工
会工業部会

167,000円

41,982円

福祉サービス利用状況
（９月末現在）

介護保険サービス

ホームヘルプサービス

ケアプラン作成

介護予防ケアプラン作成

137件

218件

39件

介護保険以外のサービス

有償ホームヘルプ

日常生活用具貸与

障害者ホームヘルプ

23件

11件

9件

児童発達支援事業契約数

放課後等デイサービス契約数

障害児相談支援契約

43件

45件

109件

あすてらすサービス契約数 40件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（８月15日～９月14日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
碓氷　正和
野口　節
青木　とみ子
大野　伯恵
吉田　実
柳　　実
滝口　哲也
小池　恒夫
岩間　泉
中山　寛行
横嶋　義一
露久保　芳広
露久保　英司
露久保　章
木島　好一
佐藤　隆
船山　好三
下川井下協力愛人協力隊
平野建設
那須烏山市そば組合
中山地区有志
ペット霊園那須烏山

（株）矢崎部品
（株）アヤラ産業
（株）丸星食品
 (株)東北化工
愛和苑
伊沢　和一
名畑目　稔
仲山　二郎
森嶋　正
少林寺拳法宇都宮東道院
ＪＡ女性の会三箇支部
匿名
匿名

210 
500 
120 
300 
310 
450 
100 
130 
321 
350 
200 
100 
800 
400 
200 
150 
600 

2,770 
1,000 
1,500 
3,500 

108 
1,150 

500 
180 
630 

1,500 
250 
300 
780 
280 
230 
400 
110 
300

石川　翔平　
石川　義郎　
海野自動車部品
漆原　義孝
NPO法人那珂川流域悠遊会
大谷　修一
大貫　保
小野　幸夫
㈱城東製作所
㈱那須ニコン
上境上平北久保グループ
上境上平協力者
上境中組協力者
釜銀
興野直売所協力者
黒須　正夫
後藤　哲史
小林建設㈱
小林　キヨ
坂田屋商店
沢村　實
JAなす南
塩野目商店
下境上自治会協力者
下境西組協力者
小規模多機能ホームなごみ
鈴木建設㈱
高橋　任
玉ちゃん餃子
中央協力者
栃木県庁南那須庁舎
中村商店
那須烏山商工会
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上　明光
蓮見自動車
美容室ガオ
ファミリーレストラン笠井
森勉強堂印房
山あげそば店
谷浅見協力者
山崎園芸

300
450
80

150
300
60
80
80

1,050
150
300
300

1,200
450
230
600
150
150
750
380
300
150
200
450
600
450
300
750
750
300
350
150
300
150
450
300
230
80

150
60

600
60

160
150

（合計　20,729個） （合計　14,650個）

　10月25日、那須烏山そば組合は、児童養護施
設明和園でそば打ちボランティア行った。同組合
は４年前から、市内の高齢者施設や児童養護施設
でそば打ちボランティアを行っている。
　当日は、午後５時から同園の食堂で、組合員の
髙瀨悦夫さんがそばを打ち始めると、子どもたち
は、粉からあっという間に円錐状に変わる職人技
を食い入るように見つめていた。
　そば打ちの実演後は、約70食のそばが子どもた
ちや職員に提供された。職人が作る打ちたてのそ
ばに、こどもたちは「おいしい、おいしい」と残
さずに食べていた。
　同組合の長山登組合長は「社会貢献活動の一環として続けてきた。皆さん
がおいしいと言って食べてくれるととてもやりがいを感じる。今後は、さら
に幅広いボランティア活動を行ないたい」と話していた。

メニュー（10月17日）
配食数73食

・さばの味噌煮・もやしとわ
かめのポン酢和え・みかん
・梅干し　

ここでは、毎月配食サービス
ボランティアの皆様が作って
いるお弁当を紹介します。

烏山地区

歳末
チャリティーショー

・日　時　11月12日（日）
　　　　　　　　　　午前9:30～
・場　所　烏山公民館 2　階
　　　　 （入場無料）
・内　容　歌謡曲、舞踊、詩吟等
◆今回は40周年記念でありますの

で、ご来場された皆様に粗品を用
意してあります。

・問合せ　烏山地区民俗文化奉仕協会
　　　　  川俣（☎ 84 ― 3154）

第40回


